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研究成果の概要（和文）：非可換代数幾何学について、正標数の還元を通じて理解することにより通常の代数幾
何学による手法を適用可能にした。非可換代数幾何学的な問題を整理し、非可換代数多様体の定義そのものや正
則性について、ひとつのあり方を提起した。
非可換射影多様体と、その上の微分形式の理論の非可換化について、定義をし、そのコホモロジーの計算法の道
筋をつけた。

研究成果の概要（英文）：Regarding non-commutative algebraic geometry, we can apply ordinary 
algebraic geometry method by understanding through reduction to the positive characteristics.  We 
organized the geometric problems, raised one way of thinking about the definition itself and 
regularity of non-commutative varieties.
I defined the non-commutative projective space and a version of  the theory of differential forms on
 it, and set the pathway of calculating its cohomology.

研究分野：代数学
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１．研究開始当初の背景 
 非可換幾何学は量子現象を記述するための
基本であり、現実の量子世界（非可換世界)
はその「影」として可換世界を持つ。可換世
界が豊富な研究材料を持つことは歴史的な
事実ではあるが、それに対応するだけの非可
換幾何学的な素材が存在するはずである。そ
こで本研究ではそのような素材をできるだ
けたくさん発見すべく、非可換代数多様体を
一般的に構成することに取り組んだ。また、
非可換幾何学の基本的な素材である Weyl 
環の挙動は、Jacobian 問題の解決へ向けて
の一つの重要なヒントを与えており、その研
究は大切であると言える。 
非可換幾何学の題材はつぎのように D-加群、
表現論、数論の各分野と密接に結びついてい
る。 
まず、Weyl 環を貼りあわせてできる非可換
多様体上の層は局所的には D-加群 
と見ることができ、D-加群の様々な理論は非
可換多様体上の層の理論と結びつけて 
考えることができる。 
つぎに、代数群の表現論、とくに不変微分の
全体のなす環の理論は非可換代数幾何学 
と著しい共通点を持ち、例題としても大事で
ある。 
最後に、非可換代数幾何学で困難のもととな
る環の単純性は、正標数まで還元することで
著しく簡易化し、可換代数幾何学で扱いやす
い対象を生み出す。 
そこで、本研究ではそのような分野を視野に
入れ、互いに影響を受けつつ進むことが大事
であると考え、各分野の先生方の協力を仰ぎ
ながら研究を行うこととした。 
２．研究の目的 
(1).非可換代数幾何学を、目に見えるように
扱えるようにし、非可換代数多様体を定義、
一般論を展開する。 
(2)非可換代数幾何学に起こる現象を観察し、
可換代数幾何学と比較できるぐらいに分析
する。 
(3) 非可換代数幾何学から可換な代数幾何学
を始めとする既存の理論にインパクトを与
える。 
 
３．研究の方法 
既存の理論の成果を睨みながら、 
非可換代数学の正標数への還元、超フィルタ
をもちいた標数0への回帰をもちいて結論を
得る。そのさい、導来圏の理論のようなホモ
ロジー的な技法を用いる。 
 
４．研究成果 
非可換代数多様体を、「正標数まで還元すれ
ば通常の代数多様体上の代数そうであるよ
うなもの」として定義する。 
そのとき、Auslander 正則性を正則性の基準
の一つとして用いるのが有効であることが
わかった。それをもちいて 
非可換射影空間の一つの定義が得られたが、

これはあらたな素材、すなわち「複素」的な
扱いを強く示唆していた。 
そこで「複素」非可換多様体を、ケーラー多
様体の非可換対応物というアイディアを実
現することで定義し、とくに「複素」非可換
射影空間と、その上のドルボー複体を定義す
ることに成功した。 
得られたドルボー複体は通常のものの非可
換アナログと考えられ、現在解析中である。 
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